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講師　高橋 清美
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はじめに

近年,世 界的に見 て,自 然災害や紛争での

被災が巨大化 している。その原因は,自 然災

害 が多発 し,大 型化 している とい うことや,

地域社会 の成 り立ちが複雑化 し,居 住環境に

ふさわ しくない ところに住 まざるを得 ない

人 々が増 えてい るとい うことにもよると考 え

られ る。

いずれにせよ,国 内救援活動だけではな く,

アジアの先進国 として,我 が国が国際的な救

援活動 に従事す る必要性は増す一方 である。

国内においては,阪 神淡路大震災後に,ス

トレス反応の極端 な状態を言 うPTSD(Post-

Traumatic　 Stress　Disorder:心 的外傷後スト

レス障害)*が 大 きく取 り上げ られたが,言 葉

だけが独 り歩きを し,あ らゆる人 々が呈する

ようなス トレス反応は見過 ごされているきら

いがあ る。

一般 に
,い か なる災害において も,恐 怖,

不安,深 い悲 しみな どの多様なス トレスを与

えるため,災 害 に遭遇 した被災者が,心 に大

きな影響を受 け,一 見異常に見 える言動を示

す ことは,被 災後 の通常 の経過 として しば し

ば見 られ る1)。重要 なことは,そ のような言

動が見 られたか らとい って,直 ちに精神科疾

患 と決め付 けない ことであろ う。

本稿では,救 援者が,被 災者のス トレス反

応および心理回復過程を真摯 に受け止めた上

で,救 援者 自身 に求め られる態度を認識す る

ことの重要性について述べる。

*PTSD(Post－Traumatic Stress Disorder:心 的外傷

後ストレス障害)
地震などの自然災害,爆 発事故や交通事故などの人

為災害,暴 力犯罪被害,性 暴力被害,拉 致監禁,テ
ロ,戦 闘,虐 待,と いった明らかな原因がきっかけ

となり,生 じるス トレス症状のことである。米国精

神医学会の診断基準2)は,日 本を含む各国で最も広

く使用されている。

災害ストレスに対する
一般的な反応

デ ビッ ド ・モ ロ3)は,「 異常」な事態への

「正常」 な反応 として,表1の よ うなス トレ

ス反応を示 している。 これは,災 害ス トレス

に対 す る,心 理 ・感情面,身 体面,思 考 面,
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表1災 害ス トレスに対する一般的なス トレス反応

行動面か ら見たス トレス反応である。

ここで重要な ことは,こ のようなス トレス

反応 は一般的な反応 として受け止 めることで

あ り,通 常 は,時 間経過 と共 に薄 らいでい く

とい うことを知 ってお くことである。

2)「 衝撃」期

災害が実際に起 こり多数の死傷者を出し,

住居家屋や給水,電 気などのライフラインに

障害がもたらされる時期。

3)「 ハ ネ ムーン 」「治療 的 コミュニティ」期

ストレス反応の回復過程

災害を受 けた直後よ り,時 間の経過 と共に

我 々の心身 は,元 の健 康状態 に戻 ろ うとす

る。災害の時間的経過 に焦点を当てた心理 ・

精神 医学的反応分類 として,ラ フ ァエルの経

過分類4・5)が ある。

1)「 警戒」期

災害が起 こりそうな状況の中で,そ の徴候

が現れ,あ る種の不安状態に陥っている時期。

危機直後の時期に,多 幸感,他 愛感,協 力

的,支 持的な相互作用が起こる時期。この時

期は,良 好な感情と希望に満ちあふれ,脅 威

にさらされた中で生き残ったという至福感

同じ被災体験をしたという相互連帯感,避 難

所で共に同じような衣食住を営むという貧富

の差の消失などが起こる。

この時期は,人 為災害より自然災害で認め

られやすいとされ,数 日から数週間程度持続

するとされている。

4)「 幻滅」期

避難所から仮設住宅に移り一段落して,独

二こ ろ の マ ネ ジ メ ン ト　vol.10　 no.4　 95



立復興への期待が個々人に課せられてくる時

期。

人間は,衣 食住が満たされていない時には,

心の問題 に目を向けるゆとりがないことが多

い。 しか し,こ の時期 になると体力や財力の

有無,個 人的人 間関係ネ ッ トワー クの強弱な

どか ら生活再建への個人差が歴然 として くる。

モ ロ6)は,こ の時期 には,"第2の 災害"と

呼ばれる事態が生 じやすい と述べている。 あ

らゆる面が,画 一 的,お 役所的に扱 われ,遅

れや混乱によ り被災者 たちをがっか りさせ る

ことがある。家族や親 しい人を喪失 した悲 し

み,身 体への外傷や家財の喪失 も負担 となる。

また,住 民間の被害程度の違いやその後の回

復程度の差か ら,感 情的な反応に走 り,地 域

の連帯感が急速 に失われることもあ り得 る。

このよ うに,生 命の危機や新 たな被災の危

険がな くて も,新 たに精神的な負担 をもた ら

すとい った,つ らい時期は2カ 月後から1,2

年続 くとされている。幻滅期 が終わるまでの

支援 は,地 域の力だけでは限界があ り,個 人

の心の問題 に対応するためにも,外 部からの

大きな援助を必要 とする。

5)「 再適応」期

時間の経過 と共に徐々に平静に戻り,新 た

な適応を獲得する時期と言われるが,数 年程

度の歳月を要する。

ス トレス反応はさまざまで個人差もあるた

め,心 理的回復過程にも個別性がある。

次に,救 援に従事する際に,援 助者が留意

しなければならない点を述べる。
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救援者に求められる態度1，5)

1)謙 虚 さ

支援す る相手は,突 然 の災難 によって人生

の危機 にひん した人々であ り,そ の不安,苦

悩,悲 嘆は,簡 単 に救援者が理解できるもの

ではない。 ほぼ,す べての人 々が深 く傷付い

ていることを肝 に銘 じ,謙 虚な姿勢を忘れて

はな らない。

2)現 実的かつ具体的援助

避難所生活であれば,そ の不安を軽減する

方向での相談や助言,情 報提供を中心にした

支援が望まれる。どのようなニーズがあるの

かを聞き取り,そ のニーズに見合った支援を

展開する。その延長線上に精神的援助が存在

する。

3)十 分な傾聴と見守り

もし,精 神的愁訴があれば,十 分に傾聴 し

た上で,そ れは一過性の一般的な反応 である

ことを慎重に説明 し,回 復の可能性を保障す

る。対応(薬 物投与,専 門医紹介な ど)は 焦

らずに,｢stand　 by」 しつつ経過 を見守 る。

4)家 族・地域内互助機能の回復と強化

災害は,通 常,人 と人 とのきずなを通 した

コミュニティの営みを も破壊 して しまうため,

自助機能のみならず,互 助機能まで も喪失さ

せ ることがある。支援に当たっては,災 害直

後か らコミュニティの 自助 ・互助機能の回復

をに らんで,何 らかの中 ・長期的な精神的支

援を考案 し,わ ずかで も健康 な部分が残って



いるならば補強 し,な じみの関係を取 り戻 し,

コミュニテ ィとの構築回復を図ることも重要

かつ有効 である。

これ らを踏まえると,個 々の援助者は,個 々

の被災者 の心のケアを行 うことのみに意識を

傾 けるのではな く,ま ず,共 感的かつ支持的

であ り,被 災者 自身がその力を回復するため

のかかわ りとしての立場を逸脱 しない ことが

重要であろ う。そのためには,ア ドバイスや

アイデ アは,身 近で,具 体 的かつ実際的な も

のであることが好 ましい。また,で きること,

できない ことを明確に しつつ，被災者が無力

感を高めない ような対応が重要であることは

明 らか と言 える。

者の心の傷は,簡 単に記載できるものではな

い。

回復に必要なものは,人 と人とのつながり

であったり,自 身も誰かの役に立っていると

感じる存在価値や誇りであり,そ れらが被災

者自身の力を回復させることにつながるので

はないだろうか。すなわち,そ れぞれの被災

者が復興計画に参加し,傷 付いた地域社会の

再建に加わることこそが,新 たな住民のきず

なを育てるだけでなく,一 人ひとりの自信に

つながる可能性を秘めている。

また,孤 立 しがちな高齢者に対しては,生

きる知恵や過去の多 くの経験を聴き出すと

いった救援姿勢が,生 きがいや意欲につなが

るのではないだろうか。

被災者自身が力を回復するための
かかわりとは

荒木7)は,「 災害被災者の心の傷 つきは当

事者 でない限 り理解できないほどに深 くて重

い ものであ り,家 族 ・友人 ・地域の人々 との

間の絆 により時間をかけて静かに癒されてい

く。決 して駆 けつけた救援者 によってケアで

きるほ ど浅いものではない」 と述べている。

また,モ ロ6)は,被 災 した個人だけでな く,

その地域 自体 が災害のシ ョックで傷付 き,麻

痺 に陥 りやすい点を強調 している。実際 家

族を失わなかった として も,ま た,家 が全壊

しなかったとして も,被 災地の人々は,行 政

機 関,交 通機関,学 校や就業の場の喪失,さ

らにライフラインの麻痺な ど,な じみの風景

やいつ もの日常を失 っただけでも心に傷を受

けている。 まして,愛 する人々を失った被災

国外における戦争後被災者自身の
力を回復させるためのかかわりとは

戦争後の メンタルヘルス介入の目的につい

て,喜 多8)は 次のよ うに述べてい る。

「世界各地に発生 している武力,暴 力行為は,

表現形 は異なるものの,共 通 したcommunity-

baseの メンタル ・ヘルスの問題 と考えられる。

地域社 会が病んでい る。 ともい える。…

中略 … このよ うな,地 域社会 の復興支援

の内容で重要な ことは,物 資を持 ち込むこと

ではなく,現 地 の人々の知恵を動員 し,意 欲

を喚起する支援 である」

自らが地域復興 に関与 し,活 性化 させ るこ

とは,ま さに生きる意欲の喚起につながると

言えよう｡
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おわりに

このように,国 内外,ま た,自 然災害,紛

争を問わず,被 災者のメンタルヘルスへ の支

援を行 う際には,救 援者に求 められる態度を

救援者 自身が認識 し,被 災者 自身の力を回復

す るためのかかわ りを模索することが,ポ イ

ン トとなる と言える。

重要な ことは,被 災者 の一般的な反応に,

援助者 自身が過剰 に反応 し,抱 え込み,即 座

に臨床心理士やカウンセラー,精 神科医につ

なごうとせず,ま ずは,日 常生活の困 り事 に

ついて,真 摯 に,じ っくり,ま た,希 望を喚

起するよ うな接触や付き合いが重要 である。

次回は,救 援者 自身のメンタルヘルスにつ

いて,事 例 を基に解説する。
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